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校友会からのご挨拶 愛産大 NEWS &TOP ICS

　会員の皆様につきましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
今年度も新しく校友会の会員となられた皆様を歓迎いたします。卒業され
た皆様は正会員、４月にご入学された在学生も準会員です。そして、ご新
任の教職員の先生方も特別会員として校友会の一員です。
　校友会は、卒業生の有志が中心となり、大学と協力しながら運営してい
る、いわゆる同窓会組織です。会員相互の親睦と母校である大学の発展
に寄与することを目的に活動を続けています。校友会 は、今年度から新し
い事業を二つ開始します。1つは同窓会を支援する事業、もう1つは、校友
会賞の実施です。

　同窓会を支援する事業は、ある程度の卒業生がキャンパスで実施する
同窓会やクラス会などについて、一定の条件下で支援する事業です。
校友会賞は、卒業研究・制作・論文などを卒業生が審査し、認められた者に
賞を与える事業です。詳細は、本誌の他、校友会のWebサイトや、大学祭
などの折に触れて案内いたします。
　校友会は、卒業生の有志が仕事の合間に少しずつ時間を作って運営
しておりますが、まだまだ力不足なところもあります。卒業生の皆様からの
ますますのご協力をお待ちしております。

先生方の異動情報 同好会一覧

■ 退　職 ■ 異　動
■ 新　任

大野幾生……造形学部 / 教　授
永野義紀……造形学部 / 教　授
藤川恵一……造形学部 / 准教授

草田清章……経営学部 / 准教授
加藤吉宏……造形学部 / 教　授

退任された先生方、在任中の熱心なご教授ありがとうございました。感謝の気持ちを込めて紹介させていただきました。

● バスケットボール ● フットサル ● 軟式野球 ● バドミントン ● ボウリング ● ラグビー ● キックボクシング ● テニス ● バレーボール
● 軽音楽　● 現代視覚文化研究　● 漫画研究　● 紙ねんDo好会　● イベント　● 建築　● デジタルコンピュータ・グラフィック
● 教職・公務員研究会　● 地域振興研究　● ホビー研究　● ASUボランティア　● ものづくり　● イノベーション　● カードゲーム

【クラブ・同好会活動 平成26年度実績 】

■女子柔道部
東海学生女子柔道優勝大会　　　　　　　　3位
熱田神宮奉納柔道大会　　　　　　　　　　3位
国民体育大会 成年の部 愛知県予選　52kg級3位
　　　　　　　　　　　　　　　　　70kg級2位
全日本学生優勝大会出場
愛知県学生柔道新人選手権大会　　　　個人3位
東海学生女子柔道体重別選手権大会  52kg級3位
　　　　　　　　　　　　　　　　 57kg級優勝
全日本女子柔道体重別選手権大会  57kg級ベスト16
講道館杯 全日本柔道体重別選手権大会　57kg級出場
東海学生柔道女子冬季優勝大会　　　　　ベスト8
岡崎市民大会　　　　  57kg級優勝、63kg級2位

■男子バレーボール部
東海大学男女バレーボールリーグ戦 春季大会 　2部・8位
東海大学男女バレーボールリーグ戦 秋季大会 　3部・4位
愛知県大学男女バレーボールリーグ戦 春季大会　 3部・2位
愛知県大学男女バレーボールリーグ戦 秋季大会　 3部・3位

■硬式野球部
愛知大学野球連盟 春季リーグ戦 　　　　 1部・1勝10敗
愛知大学野球連盟 春季リーグ戦1・2部入替戦 2敗（2部へ）
愛知大学野球連盟 新人戦　　　　  決勝トーナメント進出
愛知大学野球連盟 秋季リーグ戦　　　２部・5勝5敗（1位）

■アーチェリー部
東海学生アーチェリー個人選手権大会    男子個人1、2、8位
第53回 全日本学生アーチェリー個人選手権大会　 4名出場
東海学生アーチェリー新人選手権大会　　  男子団体1位
東海学生アーチェリーインドア選手権大会  男子団体1位、男子個人1位
第15回 全日本アーチェリー室内選手権大会　　 1名出場

■ゴルフ部
中部学生ゴルフ春季男子大学対抗チャレンジカップ出場
2014  コカ・コーラセントラルジャパン杯争奪
　愛知県学生ゴルフ選手権　　　　　　　　 出場
中部学生ゴルフ選手権　　　　　　　　　　 出場
中部学生ゴルフ選手権競技新人戦　　　　　 出場
会長杯中部学生ゴルフ選手権競技　　　　　 出場

■スキー部
東海学生基礎スキー選手権　　　　　　　　出場
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トイレ改修で
第10回日本漆喰協会作品賞

ご寄付のお願い

訃　報

２号館１階のトイレを、現代の名工にも選ばれた左官・松本憲司先生の指導の
もと在学生と共同し、改装の企画・立案から施工まで行いました。その結果、素
晴らしいトイレが完成！このたび、「愛知産業大学学生がつくる土のトイレ」と題し
て、第10回日本漆喰協会作品賞を受賞いたしました。

野球場前にあった実習棟を4号館前の彫刻実習室に移転しました。

■伊勢山新校舎

■橘新校舎

■使　　途　・愛知産業大学工業高等学校の教育研究設備の充実と環境の整備
　　　　　　・伊勢山新校舎（教習棟新築）建設
　　　　　　・橘新校舎（実習棟拡充、体育館・講堂・武道場新築）建設

■募集期間　平成２９年３月３１日まで
　　　　　　個人：１口　５千円　法人（団体）：１口　５万円

学校法人愛知産業大学は学園創立110周年を迎え、記念事業支援の
ための寄付金募集を実施します。

校友会からは団体として２口以上で寄付します。この寄付には免税措置などもござい
ますので、詳しくは下記の募金事務局までお問い合わせください。

私達の恩師　造形学部デザイン学科・松谷主一先生が、5月13日、享年71歳にて
永眠されました。先生のご冥福をお祈りし、謹んでお知らせ申しあげます。

学校法人愛知産業大学法人事務局（TEL 052-339-2781）
愛知産業大学工業高等学校事務局（TEL 052-322-1911）

モデリングスタジオが　 　   リニューアル
平成27年度卒業研究より、準会員

である在学生や母校の研究成果の

評価と制作意欲向上のため「校友

会卒業研究審査員賞」の授与を実

施します。卒業研究作品展を行って

いるデザイン学科から開始します。

母校で同窓会を開きませんか？日程、人数、企画内容などの条件に達すれ
ば、校友会から同窓会開催費用の支援をします。同窓会幹事の方は是非
ご相談ください。写真は今年７月に開催された、５期生の同窓会です。

友会では、卒業生が旧友や恩師と再会し、母校の
キャンパスで楽しい一日を過ごしていただくホームカ
ミングデイ「大人原山祭」を実施しています。当日は

原山祭の期間中にあたるため、ご家族や後輩の在学生たちとイ
ベントを楽しんだり、思い出の場所や新しい施設を見て歩いたり、
学生時代に戻った気分でキャンパスライフを満喫していただけま
す。原山祭１日目の夜は、毎年40歳（W成人式）を迎える二期
分の卒業生をお祝いすると共に、立食パーティと恩師や卒業生、
在学生との交流を深めるイベントを盛り込んだ校友会主催の

「大同窓会」を開催します。郷里の差入れも大歓迎です。そちら
も存分にお楽しみください。

■日　時/10月31日（土）　18：00～22：00
■会　費/無料
■場　所/愛知産業大学・コミュニティーホール1階

■対象：卒業研究（作品・論文）
デザイン学科╱学内展にて、卒業生が審査。学外展で表彰。
建築学科╱審査方法、表彰について検討中。
総合経営学科╱審査方法、表彰について検討中。

同窓会支援

 info-koyu@asu.ac.jp 「校友会 同窓会支援」支援
申込

校
2

校友会卒業研究審査員賞3

1

平成26年4月から土曜日の窓口受付時間を12:45まで（証明書発行の受付は12:00まで）に変更いたしました。
ご迷惑をおかけいたしますがご理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。
また、郵送による証明書発行も実施しておりますのでご利用ください。詳細は本学ホームページでご確認ください。

平　日╱9:00～17:30（証明書発行の受付は17:00まで）　土曜日╱9:00～12:45（証明書発行の受付は12:00まで）
お問合わせ先　愛知産業大学　TEL.0564-48-4511（代表）　URL：www.asu.ac.jp

愛知産業大学
土曜日の窓口受付
時間のお知らせ 4月からの窓口受付時間は

右記の通りです

募金
事務局
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今年も愛知産業大学の大学祭＝原山祭が開催されます。現役学生はもちろん、地域の皆さん、卒業生
の方々など、全員一緒になって、熱く！ 盛り上がりましょう！！
今年のテーマは「Don't Stop！！！」学生にとっては、大学祭を頑張ろう。来場者にとっては、原山に来てね。
という意味をこめて、様 な々イベントに力を入れています。模擬店投票や子供向けものづくり体験など、参
加型イベントが多数催されますので、ぜひ一緒になって楽しみましょう。また学内の装飾にも注目です。 
詳細については、愛知産業大学のwebサイトにてお知らせいたします。ＵＲＬ▶http://www.asu.ac.jp/

原山祭
実行委員より

校友会では、卒業生同士の親睦促進や、在学生・大学との交流を目的とした企画事業を考えています。第11回は、恒例の原山祭にて校
友会企画「大人原山祭」を開催します。「10YEAR AGO」は卒業10周年を迎えるO2D、A卒のメンバーが展開する過去と現在を結ぶ
卒業10周年展。在校生・卒業生がともに盛上げるライブステージや模擬店。「体験ワークショップ」は創る・作るをコンセプトに卒業生が
運営する体験型ワークショップ。革細工やＴシャツ手刷り体験ができます。大幅スケールアップのライブペイント、ぜひ卒業生の方々には
ご参加いただき、原山祭に足を運んでいただきますようお願いいたします。                         ※内容は一部変更になることがあります。

■ 大人原山祭・・・10月31日（土）・11月1日（日）両日開催10:00～18:00
■ 場　所╱愛知産業大学  コミュニティホール1階 コミュニティホール前 バスロータリー

■ 日　時/11月1日（日） 12:00～12：30
■ 場　所/愛知産業大学 コミュニティーホール前
　　　　　バスロータリーステージ
常任役員の紹介、校友会の活動報告を行います。
卒業生の皆さまにご参加願います。

■ 日　時/10月31日（土）・11月1日（日） 
■ 場　所/愛知産業大学 コミュニティーホール　1階

校友会主催企画の基本コンセプト「卒業生がたまれる場所づく
り」の一環として、今年も開設します。子供連れの卒業生も大学
祭をゆっくり楽しめるよう遊び場をご用意。気心の知れた同窓生
や先生とお話する場にご利用ください。

■ 日　時/10月31日（土）　18：00～22：00
■ 場　所/愛知産業大学 コミュニティーホール　1階

今年は40歳（W成人式）を迎える3期生、4期生を中心に校友会
主催の大同窓会を開催します。食事会、先生方と卒業生のスピ
ーチ、余興、写真撮影など卒業生同士の親睦、大学との交流を
深めるイベントをご用意。アルコールOK!差入れ大歓迎です！

■ 場　所/愛知産業大学 言語情報共有センター

愛産大を卒業し、社会で活躍するクリエーター5人を講師として呼
び、3、4年生50人を対象とした授業を開催します。

平成27年校友会総会
先輩と語ろう！

一人でも、卒業生のグループでも、モノ・コト問わず楽しい展示を実現しましょう。
在学生・先生・卒業生同士のコミュニケーションやコラボレーションの場にも、お役
立てください。概要詳細および、エントリーは校友会webサイトにて案内します。

詳しくは、校友会webサイト
http://www.asu-mate.com

（PC/携帯共通）でアナウンスします。

遠方から来られる卒業生の方々には、
宿泊ホテルなどの案内もあります。

ーチ、余興、写真撮影など卒業生同士の親睦、大学との交流を
深めるイベントをご用意。アルコールOK!差入れ大歓迎です！

■ 

ホームカミングデイ
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　母校の建築学科へ戻ってきて、10年の歳月が過ぎ
ようとしています。自然豊かな伊勢志摩が私のふるさ
とで、田舎育ちゆえに、木造住宅に興味を持ったと思
われがちですが、特に建築に関心があったわけじゃな
い。高校では私立文系コースに所属し、哲学科や社会
学科を目指していました。ところが高3の夏、にわかに
芸大進学を思い立つ。でも、デッサンの受験対策が間
に合わず、入れる芸大はそうそう無い。そんな中、愛産
大は造形学部だけど受験科目が小論文もＯＫとあって
入学を決意。現場監督だった叔父の影響もあってか、
デザイン学科でなく建築学科を選びました。このよう
に私の人生は案外と成り行きまかせな無計画です。
　建築学科に進学したものの、文系人間とあって専門
科目の成績は振るわず。とはいえ、建築学の素晴らし
いところは、理系・文系・芸術系と学問の幅が広いこ
と。必ず興味の持てる分野を見つけることができます。
もっぱら、社会学や哲学、美術・デザインの本を読み漁
り、建築との接点を探った大学生活でした。
　卒業後は、木造住宅メーカーに就職しました。これ
も特に選んだわけでなく、公務員試験に落ちてからの
成り行き。まさかの営業に配属され四苦八苦の日々で
したが、面白いことに、学生時代は好きでも得意でも
なかった住宅プランニングが楽しく、心の支えになりま
した。なんだかんだいっても、大学時代に覚えた芸は
身を助けるのですね。これといって目標も持たず、無
計画な人生ですが、得た仕事の中で、自分なりに工夫

するのは面白いし、大事にしています。
　住宅営業の仕事は、やりがいもありましたが、30
歳を目前に「このままでいいのか？」と疑問がよぎる。
実家へ戻って再就職かな。その前に、大学院へ進みた
かった思いを成仏させるべく半年間、研究生でもしよ
うと退職を決意。前学長の小川英明教授の計らいもあ
って、愛産大の非常勤助手の籍を得ました。そして、半
年後に愛産大の大学院が開学。退職時には全く想定
していませんでしたが、せっかくだからと入学し、修士
号を取得。その１年後に専任講師として母校の教壇に
立つことになりました。
　小川教授は、まさに私の恩師。その指導方針は、全
部自分で考えさせ、ダメ出ししても答えはいわない。

「竹内のその考えだったら、ここはおかしいよね」と何
度でも考えさせる。大学なればこその学びをさせても
らいました。
　私自身も学生から相談を受けたら、答えを提示せず、
もっと迷わせる材料・視点を与えます。そんなやりとり
の中で、学生は成長していくのだと思う。恩師の指導

方針を私の中で醸成し、自分なりの方法で学生に向き
合っています。
　先行き不透明な社会で育ってきたためか、最近の学
生たちは、実社会で役立つ表面的・具体的なスキルを
求めがちです。しかし、必要に迫られた勉強は、就職し
てから嫌でもやる。むしろ、大学での4年間は、人生や
学問についてモヤモヤと悩み考え抜き、多様な意見や
価値観、表現や手法に触れる機会を持つことで、自分
の生き方・考え方の軸をつかんでほしい。悩みとともに
生きる力を身に付けるためのサポートも、私たち大学
教員の役目だと思っています。
　社会の最前線で活躍するＯＢ・ＯＧの皆さんも、学生
たちにとって将来の姿を思い描くための大切なロール
モデルです。転職をした、失敗をした、でも社会で頑
張っている、そんな経験を学生に語っていただくこと
こそ、生きた学びです。ぜひ、大学へ足を運んでいた
だき、学生にエールを送ってほしいと願っています。

竹内 孝治 さん
（造形学部 建築学科・1998年卒業３期生）

大学は、モヤモヤと悩み、考え抜く場所。
様々な出会い、学び、遊びを通して、
自分の生き方、考え方の軸を見つけてほしい。

三重県志摩市出身。三重県立伊勢高校卒業
後、愛産大建築学科３期生に。小川英明前学
長の指導のもと、「近代建築思想」の卒業論文
を書き上げた。6年間の木造住宅メーカー勤務
の後、愛産大建築学科の助手に。助手生活と
並行し、開学したばかりの愛産大大学院で修士
号取得後に専任講師となり、現在に至る。趣味
は読書。疲れたりストレスがたまったりする時も、
本を読んでいると幸せな気分になれるという。
休日には愛娘と楽しいひと時を過ごす。

愛知産業大学　専任講師

竹内孝治・たけうち こうじ
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　地元出身の長久手市議会議員としては最年少の
40歳（当選当時）。100年先を見据えた未来あるまち
づくりは、地元で生まれ、育てていただいた地元の青
年の責任と使命と考え、この春、立候補し、皆さまの
ご支援のもと、初回で当選することができました。
　今や長久手は、大型商施設が進出し、大都市近郊
に広がる住宅街として、全国的にも注目を集める地域
です。とはいえ、私が生まれた昭和49年の人口は約
1万人余り。村から町へ変わったばかりで、山と田、野
原ばかりの地域でした。そんな長久手も、今では人口
5万5000人（平成27年6月1日現在）。平均年齢
37.7歳と、日本一若い町です。東洋経済新報社は、
全国の市を対象に「住みよさランキング」を毎年公表
していますが、2015年度は長久手市が全国で2位に。
その住みよさに惹かれ、小さな子どもさんを持つご家
族が続々と転入されており、新しい町として成長を遂
げています。
　新しさばかりが脚光を浴びていますが、古くは明
治後期に長湫（ながくて）村、岩作（やざこ）村、上郷

（かみごう）村が合併して、長久手町（現：長久手市）が
誕生したという経緯があります。それぞれの地域に
特有の伝統や文化があり、近日ですと、岩作地区で
は毎年夏、九万九千日会（愛称：十日の花）と安昌寺
の盆踊りが行われ、多く人々で賑わいます。城屋敷地
区にあるお観音様は、長久手城をお祀りする場所です。
ほかにも、岩作城（現：長久手市役所付近）、大草城

（熊張地区　溝之杁）と、お城があった歴史のあるまち
です。近年、長久手に移られてきた新住民の方々にも、
そんな長久手の歴史や文化を新しく知っていただき、
長久手を故郷（ふるさと）として誇りに想い、ふるさと
の基盤を共に築きながら共に生きたい、それが議員と
しての私の想いです。
　長久手生まれ、長久手育ちの私ですが、愛産大のあ

る岡崎は、もうひとつの大切なふるさとです。大学に
入学すると、大変に言いにくいですが(笑)、学業をお
ろそかにしながら、近くを流れる乙川や池で釣りをした
り、仲間と伊良湖までドライブ、そしてサーフィン、夜
は飲み会にアルバイト、先輩方が創部したサッカー部
にも参加して、夜遅くまでサッカーに明け暮れる日々、
学食では、名物？だった、かき揚丼やツナクリームパス
タを好んで食べ、方向性はどうかと思いますが、大い
に盛り上がり青春を謳歌させていただきました。　
　今思えばもう少し学業に励んでおけば良かったと
反省しきりです。あっと言う間に4年目を迎え、卒業ま
でお世話になった田島学教授のゼミでは都市計画、と
りわけ城下町について学びましたが、長久手の古い街
道や歴史ある都市構造、ランドマークになっている樹
木や建築物を学んだ視点から見たり、現在、市で施行
される都市計画を専門的な目で見られることは大学で
学んだことが生かされていると感じています。
　大学卒業後、ゼネコンで朝から夜遅くまで頑張って
働いた日々。それ以後継いだ家業の建設会社や現在
席を置く株式会社ユーザンは、不動産業ですが、そこ
でも建築学科で学んだ知識を大いに活用しています。
そして何よりも得難い経験は、サッカー部や学園祭で
培った行動力だといえます。サッカー部で先輩、後輩、
仲間と一緒に頑張って、チームを盛り上げ、次代に繋
げていったりと、みんなで苦楽を味わうことは、いわ
ば、祭りを、まちを、作り上げることと同じです。　
　祭り事は、「政」（まつりごと）。
　今後も地元の同級生や先輩、後輩、地域の住民の
皆さんと協力してこれからの長久手市を盛り上げてい
きたいと思っています。
　がんばります！

山田 健太郎 さん
（造形学部 建築学科・1998年卒業３期生）

まちの声を力に
長久手の百年先（みらい）を創る！！

愛知県長久手市出身。愛産大建築学科の
３期生。卒業後は愛知県のゼネコン会社に勤
務。2003年には第49回名古屋まつり三英傑
の第30代織田信長に選ばれ、史上最年少の
20代の信長としてマスコミでも話題になる。同年、
父が愛知県議会議員に出馬、当選。政治家と
なった父を支えるため、地元、長久手市に還り、
家業の建築会社、不動産会社を営む。昨年、
父が急逝。会社、家長を引継ぐと共に、地域の
声と父子で交わした約束を果たすため、今春、長
久手市議会議員に立候補、初当選。愛知中
央青年会議所（ＪＣ）や長久手市商工会青年部
での活動や地元のお祭りへ積極的に取り組む
など、地域に密着した活動は多彩。

長久手市議会議員

山田 健太郎・やまだ けんたろう
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　まさにカヌーで明け暮れた学生生活でしたが、その
4年間こそ、今の私のベース。1年生の時に受講した

「造形基礎」の大野幾生先生との出会いが、道を開い
てくれました。当時、大野先生はカヌー同好会の顧問。

「カヌーに乗りに来ないか？」と誘われ、初めて体験
したのですが、面白かったですね。以来、カヌー同好
会をカヌー部に昇格させるなど、カヌー三昧の日々。
もちろん専攻していたプロダクトの授業もちゃんと出
ていましたが…（笑）。
　大野先生は当時、オープンデッキの木のカヌーを
ご自身で製作されていて、仕上げにガラス繊維の強化
プラスチックをコーティング。これにより強度アップと
同時に防水性を持たせていました。先生から「君たち
もカヌーを作れるよ」と言われ、岡崎市にあるＦＲＰ（繊
維強化プラスチック）の成形会社を紹介されました。
1年生の夏休みにはその会社でＦＲＰの成形、加工技
術の習得に励みました。
　私のカヌー作りは、スラローム競技用のＦＲＰ製カヌ
ーをカヌー部の部費で購入したところから始まりまし
た。それをベースにＦＲＰで型を取り成形、全長約4ｍ、
重量約12ｋｇのカヌーを完成させました。そんなカヌ
ー制作は、そのまま卒業制作にも展開。今度は競技用
のカヌーではなく、川で楽しく遊べるカヌー作りです。
3年間のスラローム競技で全国の大会、川に遠征して
いたので、どんな形状のカヌーなら楽しく遊べるのか、
感覚はわかっていました。模型を作製し、手書きの図

面や三面図を起こしながら、実際に、全長2.5ｍの短い
カヌーを完成させました。当時、波でサーフィンしたり、
アクロバティックなことができる短いＦＲＰ製カヌーは
なかったので、画期的な作品だったと自負しています。
　また、大学4年生の時には、スラローム競技の選手
として大阪国体に出場。結果は僅差で入賞を逃しまし
た。そこで5年後に開催される地元静岡国体で、リベ
ンジ果たそうと思い、静岡県に戻って就職すれば、県
の強化選手になれることもあり、地元で採用してくれ
る企業を探しました。幸い、ふるさとの島田市で在学
中に学んだＦＲＰを扱う産業用繊維資材のメーカーを
見つけ、なんとか就職が決まりました。それが現在勤
務するサカイ産業㈱（現在はグループ会社のサカイ・
コンポジット㈱に出向）です。念願かなって静岡代表と
して出場した静岡国体では見事入賞！静岡県にもそし
て私を採用してくれた会社にも少しは貢献できたかな
と思っています。
　私が今、在籍するサカイ・コンポジット㈱は、主に、
ＣＦＲＰ（炭素繊維強化プラスチック）の開発、成形、加
工を一貫して手掛けています。ＣＦＲＰは、航空・宇宙

分野から医療、スポーツ・レジャー、産業用途まで幅広
い分野で活用されており、これまで私は提案型の技術
営業として、日本全国のお客様に様々な企画提案をさ
せていただいています。中でも担当として一番長く携
わり、多く扱ったアイテムが、釣竿の穂先です。日本は
川や池、海等、魚の住む場所や種類によって様々な釣
り方、竿種があるので、どんな穂先が良いのか、実際
に検証しようと釣りも始めました。
　私のモットーは、「楽しくポジティブに生きる！」。
何事もポジティブに考えれば楽しく継続する事ができ
ます。継続する事で知識と経験も増え、仕事の幅も広
がります。今でも私はカヌーの大会に参加しています。
大学時代のカヌー作りで学んだＦＲＰや、カヌーで全
国の大会に遠征したことも、人脈のネットワークや営
業上の話題づくりという面で、現在の仕事に大きく役
立っています。学生の皆さんも、好きなことを継続して
楽しくポジティブにやるのが一番。時間をフル活用し
て、とことん学び、遊んでください。自分の得意分野を
生かして好きなことを突き詰めれば、おのずと道は開
けるはずです。

小島 晃尚 さん
（造形学部 産業デザイン学科・1998年卒業３期生）

モットーは、「楽しくポジティブに生きる！」
カヌーにはまった大学生活が、今のベースに。

静岡県島田市出身。静岡県立大井川高校
卒業後、産業デザイン科の3期生に。在学中は
カヌー部に在籍。在学時にカヌーで大阪国体出
場、卒業後には地元静岡国体にも出場し入賞。
職業は、産業用繊維資材のメーカー、サカイ産
業㈱に就職し、現在はグループ会社のサカイ・コ
ンポジット㈱に出向。入社から約5年間で成形、
加工、仕上げ、ＮＣ加工とすべての生産現場を
経験、その後、営業部に配属。提案型の技術
営業に奔走する日 を々過ごす。趣味は35歳から
始めた登山。すでに日本の標高トップ10に入る
山は制覇したという。

サカイ・コンポジット㈱
営業部　課長

小島晃尚・こじま あきひさ
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平成27年度 役員会報告

平成27年度校友会活動報告・計画

平成26年度会計報告

平成27年度校友会予算案 平成27年度校友会  役員・常任役員

平成27年度校友会活動計画

1．平成27年度常任役員会……………………………2015/6/20
2. 平成27年度役員会…………………………………2015/6/21
3. 平成27年度総会……………………………………2015/11/1
4. 校友会会報誌発行…………………………………2015/9/10

「収入の部」
前年度（平成25年度）繰越…………………………¥47,452,863
入会費（平成26年度入学生数+3年次編入学生×¥4,000）
造形学部・経営学部 190名……………………………¥760,000
同窓会費（平成25年度在籍者数×¥5,000）
造形学部・経営学部 714名…………………………¥3,570,000
校友会育英・奨学金返還金 2名

（H26/4/1〜H26/3/31 月々￥25,000）……………¥599,750
収入の部　計…………………………………………¥52,382,613

「収入の部」
前年度（平成26年度）繰越…………………………¥45,730,277
入会費（平成27年度入学生数+3年次編入学生×¥4,000）
造形学部+経営学部 255名…………………………¥1,020,000
同窓会費（平成27年度在籍者数×¥5,000）
造形学部 +経営学部 708名…………………………¥3,540,000
校友会育英・奨学金返還金………………………………¥300,250
平成23年度申込者（内2回分￥50,000入金済み）平成26年度申込者（￥250入金済み）

収入の部　計…………………………………………¥50,590,527

「支出の部」
会報誌事業費…………………………………………¥2,506,311
校友会Webサイト更新管理費……………………………………￥0
大学祭事業費…………………………………………¥2,500,000
同窓会事業費…………………………………………¥1,000,000
名簿維持管理委託費………………………………………………¥0
校友会育英・奨学…………………………………………¥450,000
事 務 費 …………………………………………………¥196,025
支出の部   計…………………………………………¥6,652,336

「合  計」 
収入の部　計………………………………………¥52,382,613
支出の部　計…………………………………………¥6,652,336
合計……………………………………………………¥45,730,277

「支出の部」
会報誌事業費 …………………………………………¥2,550,000
校友会Webサイト更新管理費…………………………¥100,000
大学祭事業費 …………………………………………¥2,500,000
同窓会事業費 …………………………………………¥1,000,000
名簿維持管理委託費……………………………………¥110,000
校友会育英・奨学金……………………………………￥1,200,000
事務費 ……………………………………………………￥200,000
支出の部　計……………………………………………¥7,660,000

「合  計」 
収入の部　計………………………………………¥50,590,527
支出の部　計…………………………………………¥7,660,000
合計……………………………………………………¥42,930,527

1.広報事業計画　校友会会報誌、校友会Webサイト、フェイスブック
2.企画事業計画　卒業生の作品・イベント  Tamari Bar  懇親会  同窓会
3.情報事業計画　会員名簿管理、校友会運営サイト運営管理
4.校友会育英・奨学金制度　校友会が育英基金を出資し運営します。
5.校友会後援事業　校友会賞の実施　同窓会後援事業の実施

※入学者数、対象者数は平成27年6月3日集計に基づく

※（新）は新任

（詳しくは校友会 web サイト  http://www.asu-mate.comまで）

役員（正会員）╱常任役員

（1996）

（1997）

（1998）

（2003）

（2004）

（2005）

（2006）

（2007）

（2008）

（2009）

（2010）

（2011）

（2012）

（2013）

（2015）

第 1 期

第 2 期

第 3 期

第 8 期

第 9 期

第10期

第11期

第12期

第13期

第14期

第15期

第16期

第17期

第18期

第20期

門井由佳（産/副会長）、森本達也（産/相談役）

井原 勇（建/相談役）、菊川岳浩（建）

檀 正宏（産）、 関 辰昭（産）、 宇佐美良太（産/会計監事）、廣瀬伸行（産/会計）

前田和寿（産）

森谷 誠（産/副会長）、 上村大輔（産/幹事）

鈴木健太（産/幹事）、金刺健太（建/幹事長）

榎本 晋（産/幹事）、山田剛嗣（新・経）

水野広大（産/会長）、嘉森大輔（産/副会長）、林 亨（産/幹事）

三岡早苗（デ/参与）

菊池多江子（デ）

植松 徹（デ/幹事）、近藤貴樹（デ/幹事）、榊原 翔（建/参与）、滝口小百合（デ）

西田悠真（デ）、鈴木基公（デ）、北井美希（デ）、原田俊司（デ/幹事）、

中曽根奈美（デ）、南 辰也（デ/幹事）

井上理恵（デ/書記）、鈴木朗文（デ）、秋山侑加（デ）、滝井真菜美（デ）、

高橋輝（建）、舩坂僚祐（建）、石田達也（デ）

坂田拡基（デ/幹事）、堀亜由美（デ/幹事）、藤城美里（デ/幹事）

水谷和生（新・デ）、加藤大地（新・経/会計監事）、鈴木摂子（新・デ）

役員（特別会員）

理事長（オブザーバー）
学長
大学院研究科長
造形学部長
経営学部長
建築学科長
デザイン学科長
総合経営学科長
事務局長
学生委員会委員長
教務学生部長
学生課長
校友会顧問

校友会組織
広報委員会
企画委員会
情報委員会

………小倉紀彦 先生
……………………………堀越哲美 先生

　　　………………石川　清 先生
……………………石川　清 先生
…………………野々山隆幸 先生
……………………新井勇治 先生
………………木村　光 先生
………………木村秀幸 先生

………………………木藤新吾 先生
……………後藤浩史 先生

…………………計屋昭生 先生
………………………光部達也 先生
……………………岩田政巳 先生

…………………………………簗瀬　歩 先生

…………門井由佳・宇佐美 良太
………………金刺健太・森谷  誠
…………………………廣瀬伸行

愛知産業大学校友会  育英・奨学金の概要

対　　象：愛知産業大学学生で、成績優秀、品行方正にして、かつ経済的
　　　　 事情のために就学困難と認められる者に対して、奨学金を貸与
　　　　 （無利子）します。
定　　員：年間２名
貸与金額：50,000円（月額）
採用条件：対象条件に該当する者で、各学科長の推薦を受けた者。
　　　　 原則、日本学生支援機構奨学金を受けていない者。

              3・4年生を対象とする。（応募多数の場合は４年生を優先する）
　　　　 連帯保証人を必要とする。
選考方法：奨学金の決定は、提出された奨学金願書に基づき、審査委員会
　　　　  で審議し決定する。
返済期限：原則、卒業後5年以内とする。（無利子）
　　　　 ただし、大学院等への進学者については、返済を猶予する。

※返済期限を2年から5年以内へ変更しました。



会報誌が届いていない卒業生をご存知の方へ

会員の活動を支援します！

役員・常任役員の募集

連絡先

校友会 web サイト

PC / 携帯共通

http://www.asu-mate.com

愛知産業大学造形学部・経営学部を卒業したのに会報誌が届いていないと

いう方をご存知ありませんか。会報誌が転居先不明などで届かなかった場合

は、次回からの会報誌発送を止めています。もし、届いていないという方を

ご存知でしたら、ご本人様から、現在の連絡先を本誌連絡先までお知らせ

いただきますようお伝え願います。

校友会とは、母校と卒業生とのネットワークづくりや、親睦を深めるための活動

を目的として発足された団体です。運営は卒業生各期の代表である役員と

常任役員が行っています。役員は年に1回以上、役員会にて計画された校友

会活動についての決議を行います。常任役員は、校友会活動の計画と実際の

運営を行います（現在は、メーリングリストにて活動中）。

特に、造形学部建築学科生と経営学部生の役員を募集中です。参加ご希望の

方は、下記までご連絡ください。また、役員とあわせて、活動にご参加いただ

ける有志の方の募集も行っておりますので、お気軽に下記の連絡先までお問

い合わせください。

校友会では下記URLでwebサイトを運営しています。最新情報の閲覧、情報

交流はもちろん、各種問い合わせ、大学祭の出店エントリーなどがwebサイト

上からも可能ですのでご活用ください。 〒444-0005
愛知県岡崎市岡町原山12-5  愛知産業大学  校友会
fax:0564-48-7756  mail:info-koyu@asu.ac.jp
※スタッフ常駐ではないため、なるべくメールでのご連絡をお願いします。
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平成27年度校友会総会 日　時 ： 平成27年11月1日（日）12:00〜12：30  場　所 ： 愛知産業大学 コミュニティホール前 バスロータリーステージ

第23回原山祭開催日（2日目）に行います。実施内容は、平成26年度活動報告と平成27年度活動計画。同日、校友会主催のイベントもご用意
していますので、卒業生の皆様や教職員の方々はぜひご参加いただきますようお願いいたします。

○11月1日（日）  校友会総会 12:00〜12：30 終了後に卒業生を集めた記念撮影を行います。
　卒業生の皆さま「コミュニティホール前 バスロータリーステージ」にお集まりください。

詳しくは、校友会webサイト（http://www.asu-mate.com）
（PC/携帯共通）でアナウンスしています。

愛知産業大学校友会では後援事業として、卒業生数名が主催して自主的に行うグループ展
や、卒業生を対象とした講演会、研修会、非営利事業などの企画に対して、ある程度の費用を
支援します。ただし、校友会の後援事業として適切であるか審査を行います。

申請方法や申請に必要な書類は、メール（下記アドレス）にてお問い
合わせください。

連絡先 ： info-koyu@asu.ac.jp

後 援 の 申 請 方 法


